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慢性疼痛の疼痛調節機構と運動誘発性鎮痛のメカニズム解明
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■ 研究の概要
　慢性疼痛の病態のひとつに疼痛感作や内因性疼痛調節機能変調など疼痛調節機構のシステムエ
ラーがある。これらは定量的感覚検査（QST）によって定量化されるようになった。
　一方、運動は慢性疼痛治療アルゴリズムの第一選択治療法に位置づけられ、その鎮痛効果（EIH）
が期待されるものの、世界的に標準化された治療法の開発には至っていない。
　現在、さまざまな運動モデルによるEIH効果についてQSTを用いて神経学的に解析を進めている。

■ 他の研究／技術との相違点
　慢性疼痛の病態として疼痛調節機構に着目し、慢性疼痛治療アルゴリズムの第一選択治療法であ
る運動によるEIHメカニズムを解明することで、慢性疼痛に対する標準的なリハビリテーションの
開発が可能となり疼痛医療にもたらす利益は非常に大きい。

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
　疼痛のQSTデータならびにさまざまな運動によるEIH効果が集積されはじめており、それらの成
果を公開するとともに、疼痛リハビリテーションへの応用を目指している。
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